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8 /3本当に恐ろしいのは鬼か？人間か？
劇団たんぽぽによる演劇「 ベッカンコおに」が公演されました

　 文化会館で、「 劇団たんぽぽ」 によ る 演劇公演

「 ベッ カンコおに」 が開催さ れ、 地域住民135名が

観劇しました。

　「 ベッ カンコおに」 は、 気弱で優し い心を持つ鬼

と 盲目の少女の物語です。 二人は夫婦と なり ますが

それを良く 思わない少女の父親が鬼を鉄砲で撃ち少

女を家に連れ帰り ます。 しかし 、 薬草の力で目が見

えるよ う になった少女は怒り と 悲しみで踊り 狂い般

若と なってしまう 悲しい結末を迎えます。

　 来場者からは「 楽器などで効果音を表現したり 臨

場感があり ました。 人間の中にも鬼が居て、 気持ち

で誰でも鬼になる可能性がある。 と ても考えさせら

れる内容でした」 など多く の感想が聞かれました。
ベッカンコおにを演じた劇団たんぽぽの皆さん

7 /3 1一人一人の意識と行動が社会変化に
家具メーカー社長の安池中也さんが性の多様性をテーマに講演会を行いました

　 文化会館で、 性同一性障害を公表する静岡市のこども

家具メ ーカー「 えて」 社長の安池中也さ んが「 誰一人取

り 残さない社会に向けて」 と 題し 、 性の多様性をテーマ

にした講演会を行いました。

　 安池さ んは、 幼稚園児の頃から出生時の性に違和感を

持ち始め、 男女別にランド セルの色や制服が分かれてい

る事に葛藤を抱き続け、 ト イレなど日常生活に苦しんだ

経験などを語り ました。 一方で、 高校時代には担任や校

長に「 制服ではなく ジャージで登校したい」 と 希望を伝

えると 、 受け入れても らえたエピソ ード を紹介。 現在の

性的マイノ リ ティ を巡る社会の変化は「 一人一人の意識

や行動が積み重なった結果」 と 話し 、 勇気を持ち声を上

げる大切さ についてお話しさ れました。講演を行う 安
やすいけちゅう や

池中也さん

8 /2生きる力を身につけるために
町外の子どもたちが川根本町の自然を満喫しました

土のう や岩を利用した手作りの滑り台で遊ぶ

子どもたち

　 神奈川県の認定こ ど も 園「 未来っ子幼児教育セン

ター」 が、 池の谷ファミ リ ーキャンプ場で８ 月１ 日（ 木）

から３ 日（ 土） まで、 キャンプ体験を行いました。

　 当団体は37年間、 毎年同キャ ンプ場を訪れ活動し て

おり 、 今年は総勢133名が参加しました。 子ども たちの

「 生きる力を身につける 」 こ と を目的に開催さ れ、 自然

を活用したアスレチッ クのほか、 ヤマメ の掴み取り や薪

割り 体験、 火起こ し 焚き 火体験などを行いまし た。 ま

た、 食事の時間には、 子ども たちも 料理のお手伝いを

し 、 ゴミ の分別などについても学びました。

　 川遊びの時間になると 、 ラ イフジャケッ ト に着替え元

気よく 川に飛び込む子どもたちの姿が見られました。
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8 /８

　 ７ 月７ 日（ 日） から ８ 月11日（ 日） にかけて、

フランス国立インサ工科大学リ ヨ ン校と 、 台湾の中

華大学の学生５ 名がインターンシッ プで川根本町を

訪れ、 職業体験を行いました。

　 研修期間中、 介護現場の補助や町内宿泊施設の清

掃業務に加え、 三ツ星学園と 光の森学園での国際交

流や川根高校でのカヌー体験を行い、 幅広い年齢層

の町民と 交流を深めました。 ８ 月８ 日（ 木） に役場

で開催された報告会では「 川根本町での風景や文化

探訪、 業務体験を通して、 専門知識の強化だけでな

く 、 自分たちの国際的な視野が広がり ました」 など

と 日本語で報告があり ました。

町民と交流しグローバルな視点を深める
フランス・台湾のインターン学生が町内で職業体験を行いました

職業体験に訪れたインターン学生の皆さん

8 /6住民との交流を通して地域の特性と課題を学ぶ

静岡県立大学看護学部学生が町内で発展看護実習を行いました

田代区会館での元気はつらつ教室で、地域住民と
一緒に体操をする看護学生の皆さん

　 静岡県立大学看護学部４ 年生が本町で発展看護実

習を３ 日間にわたって行いました。

　 こ の実習は、 過疎地域に暮ら す人々の生活を知

り 、 地域特性と と もに健康状態を把握し、 生活環境

と 健康への意識について理解を深めるこ と を目的と

して実施しています。

　 ８ 月６ 日（ 火） は、 田代区会館で開催さ れた元気

はつらつ教室に参加しました。 教室では「 認知症と

睡眠の関係」 について学び、 参加した町民と の交流

を通して、 川根本町の良さ や健康への意識などを聞

き取っていました。

8 /4

　 川根本町伝統文化伝承館「 時
と き

愛
あ

」 で、「 かわね四

季の会」 主催の七夕ふれあいコンサート が開催さ れ

まし た。 前半は、 赤石太鼓保存会によ る 太鼓演奏

や、 バイオリ ン演奏、 お話どんぐり による寸劇が披

露さ れ、 後半は、 話楽座によるお話や、 エコルホフ

によるフラダンスの披露、 ギター演奏、 コーラスコ

スモスによるコーラス（ 童歌・ メ ド レー） が披露さ

れました。

　 主催者で「 かわね四季の会」 代表の太
おお

田
た

起
たつ

博
ひろ

さ ん

（ 上長尾区） は「 猛暑の中でし たが今年も 大勢の来

場者と 参加者に来ていただく こ と ができました。 と

ても華やかなコンサート と なり 嬉し く 思います」 と

話しました。

地域の文化に触れ心安らぐひとときを
七夕ふれあいコンサート が開催されました

コーラスコスモスによる童歌と名曲メド レーの披露

こ こにも、 一つの物語。
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